
哲学 (総論 ・各諭)す 2012年 9月 2日

生井利幸

東洋 ,西洋における
・
矛盾

'と
いう概念から考察する 「人間の理性」

1 古 代中国 (楚の国)に おける 「矛盾J

矛 (ほこ)と 盾 (たて)

どんな盾でも破ることができる矛

どんな矛をも防ぐことができる盾

2 古 代ギブシア、エレア学派のゼノン像 n5n,490? 4ヽ80?BC)に おける 「矛盾J

「論理」と 「実際」は異なることがある

アキレスと亀の競争

er矛 盾」の源泉とは何か

「矛盾」と 「矛盾Jが 重なり合つたとき、どのように考えるべき力、

4 二 つの概念としての 「理性的存在者」

1)「理性約存在れ としての人間

2)「
“
感性的

"理
性的存在者」としての人間
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イヤレネ4色 の2荏のあぐそれれるJ

打 十みが ぁ

了キレネⅢ亀のい作じち手でれ,そよと

亀Ⅲヤ̀ そうキ令の探擁,寸各F造体

論 先 毎「各

rイ
ヤレネ̀ネ をい物与迄‐ラ係す4ぃ と?」
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ブくと古局尋:暑雪岳St、雪をそiど]壱
ンン よ ス トア派の冶J始者であ

ら■ブロスのゼノンと区別する

iOこ  エ レアのゼノンと呼ば

rま す.

このエレアのゼノンは 逆 説

,(ラ ドックス)を 作 り定すこ

と こ力`けてほなお`とお`の切Fl

で 夕 お`考えだ した逆説のなわ`

こよ tヽまだに人びとの頭を悩

ませてしヽるものrJいくつもあり

ます.次 に紹介するアキ,ス と

言う話も そ のひとつです。

うるとき ア 十レスと亀ほど

石うわi速く走れるわ` 転 争すること

こしました。ア千レス よ亀の 2信

モこさでこれるということわiら

三つスター ト七点よりも す つと

すつと貨るのほうからスター ヽし

まとに3

さて 運 屈かうtiくと ア キレ

スを`亀のスター ト地点に雪J清した

こき 亀 はア■,ス が走ぅに距離の

=■ tけ 前に進んている 3‐すです.

そしてその住置にア■レスう`到童する

と 言 はまたア■レスおi走つた距敢0

‐,だ け先に進んでいるでしょう。

いこせ
‐
Jいということを人びと

に倒得させるためのものではな

しヽのです。

ア■レスはもちろん畠に追

いつきますし あ なたにも そ

してもちるtゼ ノン自身にも

それはわわ`つてし`ます。

この話がとヽわんとするとこ

ろは ラFのうちところのrJし塙甫

=か ら誤つた結論が導きだされ

ることもあり そ の場合私たち

よ ど う考/LJlざよいの力`とい

うことなのです。

):豆:霊 3予 士書宮≧啓暑啓R巻

日にしたがって 一 歩すつ慎重に

論理を進めてもとお 明 らわHこま

ちわ`つた結論にたとりつくことが

あるとしたら 世 界を輸理的に理

解しようとするTAたちの試みは混

■  3Lす る忍社力`あります。

これまで ア キレスと畠の話の論

理にはどこか欠陥があるにちがいrcr

いという人はたくさんいました。し

かし,念 なことに そ の欠陥わ`何であ

これをくりよえしてしヽくと し つヽまでた

こてもア■レスお`電に追いつくここほ

てきません。なぜrrら ァ ■レスが喜

号しヽたところまで走つていくと 亀 よ

つねにその■分の距離だけ先に進んて

,iるたちです。

つまリアキレスは 永 遠に亀を追しヽ

安くことができないわけです。

「それはおお`しい | ア キレスよう`な

らす亀に追いつくはすだ。そうに決ま

ノ《ラダイムと呼ぶに

アキレスと亀

AcHILLES α れが す71c ToRTOISE

ってしヽるどこんrJ話はすンセンスによ_と とヽ

うあなたの■おi間こえてくるようです。

)卜のうちどころのなしヽ

論理から

ミ導き

しわヽと そ れをいつてしまうと 言 の読点

を見夫います。この話は ア ■レスが亀を追

ツクラテス以前の哲学者たち

水2ずネ。の履女凸

もある

哲学的な難問の

るか 完 些に者摘できた人はひと'も い

ません.

:そ1雪言ふ:培'写吊保こ子早雪昇
ルは ア ■レスと書のたとえる3のこと

を 「多くの々で 哲 学的な難間のパラ

ダイム(呉≧)とlF岳ヽにふさわしい」と

いいました。とはいえ つ い最近にな

つて「フェルマの大定理Jが解的された

ように こ の華間もいつかだれるVこ軍

き明かされる匿がくることてしょう。

忍、さわしい

19
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